
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 リハビリテーション概論 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 言語聴覚士学科 科　目　区　分 専門基礎分野 授業の方法

担 当 教 員 野津　裕子
実務経験と

その関連資格
野津：病院勤務時、回復期および生活期の失語・高次脳機能障害の患者様のリハビリ
テーション業務の実務経験がある。

対 象 学 年 一年次 学期及び曜時限 火曜2限 他 教室名 406教室

本科目ではまず、リハビリテーションの概念・歴史・目的及び障害と疾患の関係を学び、リハビリテーションの考え方について理
解する。そして、各領域で行われているリハビリテーションの内容を学ぶ。臨床現場においては、リハビリテーション医療はチー
ムアプローチにより行われている。言語聴覚士と共に治療に携わる他職種について知り、チームアプローチの必要性について
も学ぶ。

定期試験（１００点）の結果で評価する

第
3
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

加齢による身体・精神機能の変化が説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと

【教科書①】　「ＩＣＦの理解と活用」　上田　敏著（萌文社）及び配布資料

指定した教科書を事前に読んでおくこと

臨床において国際生活機能分類（ＩＣＦ）の考え方により、対象者を全人的に理解する努力が求められる。演習も行うので積極
的に取り組んでほしい。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
リハビリテーションの定義・目的

各コマに
おける

授業予定
リハビリテーションの歴史

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

リハビリテーションの理念について理解し、説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

リハビリテーションの歴史について理解し、説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと

各コマに
おける

授業予定
高齢者体験①

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者の心理、障害者を抱える家族の心理について理解するこ
とができる

教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

第
4
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

加齢による身体・精神機能の変化が説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと各コマに

おける
授業予定

映像鑑賞後、グループワーク、感想文作成

各コマに
おける

授業予定
高齢者体験②

テキストを事前に読んで
おくこと



第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国際生活機能分類（ＩＣＦ）について説明できる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国際障害分類（ＩＣＩＤＨ）について説明できる
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと各コマに

おける
授業予定

国際生活機能分類（ＩＣＦ）　～生活機能、環境因子・個人因子と
は～

各コマに
おける

授業予定
国際障害分類（ＩＣＩＤＨ）

第
9
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ICFの考え方を用いた対象者理解を説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国際生活機能分類（ＩＣＦ）について説明できる
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと各コマに

おける
授業予定

国際生活機能分類（ＩＣＦ）を用いた症例検討

各コマに
おける

授業予定
国際生活機能分類（ＩＣＦ）　～相互作用とは～

テキストを事前に読んで
おくこと

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

リハビリテーションの各領域について説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

リハビリテーションの各領域について説明できる。

教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと各コマに

おける
授業予定

リハビリテーションの諸段階　　医学的リハビリテーション

各コマに
おける

授業予定
リハビリテーションの諸段階　　医学的リハビリテーション

テキストを事前に読んで
おくこと

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

リハビリテーションの各領域について説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

リハビリテーションの各領域について説明できる。
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと各コマに

おける
授業予定

リハビリテーションの諸段階　地域リハビリテーション

各コマに
おける

授業予定
リハビリテーションの諸段階　教育・職業リハビリテーション

テキストを事前に読んで
おくこと

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

チームアプローチについて説明できる
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

チームアプローチについて説明できる
教科書①
配布資料
ＤＶＤ等映像教材

テキストを事前に読んで
おくこと各コマに

おける
授業予定

リハビリテーション関連職種との連携

各コマに
おける

授業予定
リハビリテーション関連職種について

テキストを事前に読んで
おくこと


